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１．はじめに 
我が国は 1954 年より継続的に政府開発援助（Official Development Assistance; ODA）を
通じて発展途上国のインフラ投資を支援してきた 2。ピーク時より減額したものの、インフ
ラ投資支援の中心的役割を果たしている有償資金援助は 2014 年時点実行額ベースで 8,279

























3JICA 年次報告書 2015｢JICA 事業の概況｣にある図表 6 を参照のこと。 
4
政府開発援助大綱は 2003 年以来 12 年ぶりに見直しされ、そこでは「質の高い成長」を「包摂性」「持続可能性」「強
靭性」で定義している。より詳しい議論は Haddad, Kato, and Meisel ed.（2015）を参照のこと。 
5
新興国による二国間援助に加え、2013年にBRICS首脳会合にて合意、翌年に設立された新開発銀行（NDB）、通称BRICS













（Millennium Development Goals; MDGs）が策定された経緯である、「成果重視の潮流」に
対する施策と位置付けることができ、その流れは SDGs へと受け継がれ現在に至る。そし




ちなみに、開発成果の評価自体は1991年にOECDのDevelopment Assistance Committee 
（DAC）が評価 5 項目を策定したことをきっかけに評価基準の国際標準化が進展したが、
インパクト評価は 2000 年代中期から急速に普及した 7。2005 年に開催された DAC 開発評
価ネットワークでは、初めてインパクト評価が主要アジェンダとして議論された（和田・青

















                                            
6
古くは 2007 年および 2008 年版の政府開発援助（ODA）白書に、「成果重視の潮流」と MDGs の関連が記載されてい
る。2014 年版の同白書では効果的な援助の実施のための Plan, Do, Check, Action (PDCA)サイクルの一環として評価に
よる検証と確認が明記されている。JICA の評価結果については JICA Annual Evaluation Report で紹介されているので参
考にされたい。 
7
なお DAC では、2006 年に Promoting Pro-Poor Growth Infrastructure と題したコンセプト論文でインフラ案件の事後的
な評価や分配的側面の重要性について触れている（OECD 2006）。 
83ie は MIT の The Abdul Latif Jameel Poverty Action Lab (J-PAL)にも出資しており、The Journal of Development 
Effectiveness という学術誌を通して開発政策のインパクト評価を牽引している。 
9ODA 総支払額に占めるインフラ案件は、OECD.Stat の ODA total by sector and donor 表
（http://stats.oecd.org/Index.aspx）から筆者算出。これは、”Transportation & Storage”と”Energy”にかかる ODA 総支払
額を全セクターODA 総支払額で割ったものである。なお、2005 年の 9%から増加傾向にある。インフラ案件のインパク
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和田・青柳(2008)が日本の ODA 全般に関して、2016 年現在にも通じるインパクト評価の導入に関する具体的な議論
を展開しているので参照されたい。 
11


















（treatment group）、反事実的状況にある対象を非介入群（control group）と呼ぶ。 
クロスセクションやパネルデータを使用する一般的なインパクト評価の手法としては次
の 5つが挙げられる 13： Difference in Differences (DID), Propensity Score Matching (PSM), 
Instrumental Variable Approach (IV), Regression Discontinuity Design (RDD), Randomized 


























詳しくは、開発分野に関するインパクト評価の解説に関して、青柳(2007)と Khandker, Koolwal, and Samad (2010)を、
計量経済学におけるプログラム評価手法の解説に関して、Angrist and Pischke (2014)、森田(2014)、Imbens and 

























分析が存在するため紹介する 17。Ito, Ohira, and Tsukada (2011)はタイのパサック灌漑を、
DID を用いて分析し、当該プロジェクトが乾季耕作促進にはつながったが、利潤や生産性の
向上には影響がなかったと結論付けた。工業化と都市化によって農地が減少するというコン
テクストの中での結果であることへの留意も明示されている。IRRI (2012)は DID を用いて
フィリピンのボホール灌漑について分析し、収量増大による所得と資産の向上が結論付けら
れた。一方で、上流と下流での水の分配に懸念が残ると指摘。Takahashi and Ito (2010)は
インドネシアの灌漑管理プロジェクトについて RDD を用いて分析し、上流と下流で水の分
配に差が出ることを指摘しており、灌漑インフラ管理に関する国や地域を超えた課題が見て




                                            
15
これまでに執筆された参考となるインフラのインパクト評価に関するサーベイ論文には Estache (2010), Hansen, 
Andersen, and White (2011) BenYishay and Tunstall (2011), Andrés et al. (2011), Sawada (2015) などが挙げられる。な
お、上下水道については経済インフラと分類されることもあるが、それについては Evidence Gap Map が作成されてお
り、今後世銀からシステマティックレビューが出る予定であるので参照されたい（International Initiative for Impact 
Evaluation 2016）。 
163ie が登録しているインフラのインパクト評価は計 79 件である一方、灌漑と排水（Irrigation and Drainage)に関するも
のは 26 件ある。システマティックレビューは 1 件登録がある。 
17







うに RCT の手法を用いた分析は珍しい。 













結論付けた。これは、Duflo and Pande (2007)の発想を応用し、土地の傾斜が電化率に差を
もたらすことを利用した分析であるが、強制移住という歴史的な経緯から土地の傾斜と農業
生産性に関係がないために因果関係を堅固に識別できたという特別な例である。なお、
Grogan and Sadanand (2013)は同じ発想をニカラグアのデータに応用し、土地の傾斜を電
化の操作変数として IV アプローチを行った。強制移住などの強い外生性の仮定はないため、
因果関係という意味では少し弱いが、女性の就労に強い影響があるという結論は Dinkelman 
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世銀グループの Independent Evaluation Group（IEG）が行った電力案件に関するシステマティックレビュー(IEG, 
2015)が非常に網羅的である。3ie が登録している電力のインパクト評価は 23 件あり、その中でも農村電化（Rural 
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地方道路のインパクト評価に関しては 2008 年の時点ですでに世銀から出た Van de Walle （2009）というインパクト
評価手法と先行研究の紹介レポートが存在するので参考にされたい。また、3ie が登録している交通（Transportation）
のインパクト評価（地方道路除く）は 12 件である一方、地方道路（Rural Roads）に関するものは 26 件ある。地方道








に、Ghani Goswami, and Kerr (2015)は黄金の四角形を結ぶ高速道路網の充実によって、
製造業の中でもより土地集約的な企業がより人口密度の低い土地へと立地するようになり、
中間規模の都市へと経済効果が波及すると結論付けた。これは、Datta (2012)に倣った DID
に加え、前述の Banerjee, Duflo, and Qian (2012)に準じた操作変数を用いた IV アプローチ
での分析となっている。 






計画として進行中ではある（例：世銀が計画中の Lima metro line 2 のインパクト評価）21。
これは、途上国における都市人口の増加を背景として都市インフラの建設案件が増加してい

















                                            
203ie が登録している都市交通の評価は 4 件であり、システマティックレビューは登録されていない。 
21Novosad and Asher が Economic Census の firm-level data を用いたデリーメトロのインパクト評価のプロポーザルを
公表している（http://pedl.cepr.org/content/urban-geography-entrepreneurship-and-formality-poor-countries-2）。また、
先進国データかつ municipality-level analysis ではあるが、Mayer and Trevien (2015)は一部参考になる。 
22















































































































































ては根拠が弱い。ただし、DID の議論と同様、natural experiment や quasi-experiment との
組み合わせによってより堅固に因果関係を主張することができる 23。  
















いて discontinuity が起こっていないかの確認も必要である 25。 
                                            
23PSM については、Heckman and Navarro (2004)に仮定に関する詳細な議論が記されているが、限界を十分理解した上
での使用を勧める。特に共通支援範囲（common support）があるかどうかという点に注意が必要。なお、PSM は matching
といわれる手法の中でより広く認識されている手法であり、実際にはその他にも異なる matching methods が存在する。 
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い、という批判がある。また、特定の基準の近傍ということになるとサンプル数が十分集まらないというケースも生ま
れる。行政データやセンサスなど、近傍でのサンプル数が十分集まるデータでの応用がより望ましい。Regression Kink 
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